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1 はじめに 

宮城県では、2011 年 3 月の東京電力（株）福島第

一原発事故以降、農作物への放射性セシウム（Cs）
吸収抑制対策を行っており、2013 年度以降、農作物

からの Cs 基準値（100 Bq/kg）超過事例は発生して

いない。また、5 Bq/kg 程度の検出限界を下回る Cs
不検出も増えている。これまで、Kondo et al.1)や矢

ヶ崎ら 2)が、農作物中の Cs 濃度と土壌中交換性放射

性セシウム濃度/土壌中カリ含量との相関を指摘し

ている。そこで、農作物中の Cs 検出件数が減少傾

向を示す要因として、土壌中 Cs 濃度に加えて土壌

中交換性放射性セシウム（ExCs）濃度の低下の影響

に着目し、経年変化量を検討した。

2 試験方法 

(1) ほ場及び耕種概要

ExCs濃度の目安としてExCs137/Cs137 10%を基準

に高いほ場と低いほ場に分け、土壌中の Cs137 濃度

及び ExCs137 濃度を調査した。ExCs137/Cs137 が高

いほ場については、2014 年の ExCs137/Cs137 が 11

～50%である自治体 A の 25 水田を選定し、2014 年

及 び 2015 年 の 収 穫 後 土 壌 を 供 試 し た 。

ExCs137/Cs137 が低いほ場については、2016 年（移

植直後）の ExCs137/Cs137 が 1.2～6.3%である自治

体 A の 5 水田及び自治体 B の 3 水田を選定し、2016

年（移植直後）及び 2017 年（施肥前）の土壌を供試

した。比較のため、ExCs137/Cs137 が 10%以上であ

る自治体 B の 2 水田も調査した。また、地域による

違いを検討するため、2012 年から 2016 年に、県内

全域から選定した 13 自治体 19 水田の収穫後土壌を

供試した。

(2) 測定方法

土壌深 15cm までの風乾砕土を試料とした。

ExCs137/Cs137が高い自治体 Aの 25水田については、

ExCs137 及び Cs137 を NaI シンチレーション検出器

で測定した。ExCs137 濃度については、検出感度を

高めるため、3MTMエムポア TMラドディスクセシウ

ム（3M 社）に吸着させた後に測定した。その他の

水田の試料については、Ge 半導体検出器で測定した。

3 試験結果及び考察 

(1) 土壌中 ExCs137 濃度の年間変化量

2014 年から 2015 年にかけて、ExCs137/Cs137 が

高い自治体 A の 25 水田では、土壌中 Cs137 濃度が

低下しなかった一方、土壌中 ExCs137 濃度は全ての

ほ場で低下し、ExCs137/Cs137 の平均値は 29%から

14%に低下した（図 1）。2016 年から 2017 年にかけ

て、ExCs137/Cs137 が低い自治体 A の 5 水田及び自

治体 B の 3 水田では、土壌中 Cs137 が低下したのに

対して、土壌中 ExCs137 濃度はほとんど低下せず、

ExCs137/Cs137 の平均値は 3.2%から 3.8%とほぼ変

わらなかった（図省略）。ExCs137 及び ExCs137/Cs137
は土壌中の濃度が高いほど、その後一年間の低下量

が大きい傾向が見られ、土壌中 Cs137 濃度が低下す

るよりも早く ExCs137 濃度が低下した。一方で、土

壌中 ExCs137 濃度が 50Bq/kgDW 以下あるいは

ExCs137/Cs137 が 10%以下と低い場合には、その後

一年間の低下量は小さく、ほ場による比率の変動も

大きかった（図 2）。水田の土壌中 ExCs137 濃度が

低下する機作は不明だが、土壌中 ExCs137 濃度が低

く 50Bq/kgDW を下回る場合には、土壌中 ExCs137
濃度の低下は期待しにくいと考えられた。

(2) 地域の違いが ExCs137 の低下量に及ぼす影響

2012 年から 2016 年の結果からは、地域の違いが

土壌中 ExCs137 濃度及び ExCs137/Cs137 の低下量に

及ぼす影響は把握できなかった。ExCs137/Cs137 は

多くの地点で 10% 以上と高かったが、土壌中

ExCs137 濃度は自治体 A を除いて 50 Bq/kgDW 以下

と低く、変動が大きかった（図 3）。以上のことか
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ら、宮城県においては、少なくとも土壌中 ExCs137
濃度が 50Bq/kgDW 以上かつ ExCs137/Cs137 が 10%
以上の水田では、土壌中 ExCs137 濃度は Cs137 濃度

の物理的減衰などによる低下に比べ、より早く低下

する。そのため、土壌から農作物への Cs 吸収移行

リスクは、土壌中 Cs 濃度に変化がない場合でも、

経年的に低下すると推察された。なお、本研究は農

水省委託プロ「営農再開のための放射性物質対策技

術の開発」のうち「農地への放射性セシウム流入防

止技術の開発」、農水省と宮城県が協同で実施した

「農地土壌中の放射性物質含有実態調査」等により

実施された。

4 まとめ 

 

ExCs137 及び ExCs137/Cs137 は土壌中の濃度が高

いほど、その後一年間の低下量が大きい傾向が見ら

れた。すなわち、土壌中 ExCs137 濃度が 50Bq/kgDW
以上かつ ExCs137/Cs137 が 10%以上の水田では、土

壌中 ExCs137 濃度は Cs137 濃度の物理的減衰などに

よる低下に比べ、より早く低下する。そのため、土

壌から農作物への Cs 吸収移行リスクは、土壌中 Cs
濃度に変化がない場合でも、経年的に低下すると推

察された。
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 図 1 収穫後土壌の Cs137 濃度及び ExCs137/Cs137    図 2 土壌中 ExCs137 濃度及び ExCs137/Cs137 の前

注 1）Wilcoxon の符号付順位和検定から、**は処理           年値と比率（当年/前年）の関係

間に 1%水準で有意差があることを示している。    注 1）縦軸の「比率」は、土壌中 ExCs137 濃度

注 2）供試土壌は、2014 年および 2015 年にかけて、自            及び ExCs137/Cs137 の、2015 年秋/2014 年

治体 A 内 25 地点から採取した。                       秋または 2017 年春/2016 年春の数値。         

注 2）横軸の「前年」は、2014 年秋または 2016 

年春を示している。

図 3 過去 4 カ年の宮城県土壌中 ExCs137 濃度及び ExCs137/Cs137 の推移

注 1）図中のアルファベットは、自治体が異なることを示している。 

注 2）ExCs137/Cs137 が前年に比べて 50%以上変動した地点、年度を矢印で示している。 

注 3）供試土壌は、2012 年から 2016 年にかけて、宮城県内 19 地点から採取した。 
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